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平
成
26
年
度
下
水
道
事
業
会
計
の
決
算
の
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
下
水
道
事
業
会
計
で
は
、
公
共
下
水
道
事
業
と
農

業
集
落
排
水
事
業
の
二
つ
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

決算

下
水
道
施
設
の
維
持
・
更
新
に
重
点

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、
昭
和
58
年
度
か

ら
整
備
を
進
め
、
平
成
26
年
度
末
の
普
及

率
は
97
・
９
％
に
な
り
、
県
内
で
最
も
高

い
普
及
率
で
す
。
し
か
し
、
敷
設
後
30
年

以
上
が
経
過
し
、
経
年
劣
化
し
て
い
る
汚

水
管
も
あ
り
ま
す
。
現
在
は
「
下
水
道
長

寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
下
水
道
施
設

の
効
率
的
な
維
持
や
更
新
に
重
点
を
置
き
、

施
設
の
延
命
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
農
村
集
落
の

生
活
環
境
の
改
善
を
目
的
に
、
平
成
６
年

か
ら
整
備
に
着
手
し
、
平
成
10
年
に
完
成

し
ま
し
た
。
戸
次
・
馬
場
楠
・
曲
手
が
対

象
区
域
で
す
。
一
方
、
集
落
内
開
発
制
度

で
、
指
定
区
域
内
に
店
舗
や
住
宅
の
建
築

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
汚

水
管
を
延
長
す
る
場
合
は
効
率
的
に
工
事

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

経
理
の
状
況

■
公
共
下
水
道
事
業

　
３
，
３
８
０
万
円
の
純
利
益（
黒
字
）で

し
た
。
使
用
料
だ
け
で
は
全
て
の
経
費
を

賄
え
な
い
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
収
益
的

収
入
と
資
本
的
収
入
を
合
わ
せ
て
４
億
２
，

６
４
９
万
円
を
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業

　
４
７
７
万
円
の
純
損
失（
赤
字
）で
し
た
。

使
用
料
だ
け
で
は
全
て
の
経
費
を
賄
え
な

用
・
語
・
説
・
明

○
収
益
的
収
支

他
会
計
負
担
金
　
一
般
会
計
が
負
担
す

る
雨
水
処
理
に
必
要
な
経
費

他
会
計
補
助
金
　
営
業
助
成
の
た
め
の

一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金

長
期
前
受
金
戻
入
　
施
設
建
設
の
た
め

の
過
年
度
の
収
入
を
後
年
度
で
均
等

に
受
け
入
れ
る
た
め
の
科
目

受
取
利
息
　
預
貯
金（
基
金
）運
用
の
利

息
維
持
管
理
費
　
汚
水
管
・
雨
水
管
や
マ

ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
な
ど
の
補
修
、
清

掃
な
ど
維
持
管
理
に
必
要
な
経
費

支
払
利
息
　
下
水
道
施
設
建
設
借
入
金

の
利
子

○
資
本
的
収
支

他
会
計
出
資
金
　
一
般
会
計
か
ら
の
出

資
金

他
会
計
負
担
金
　
一
般
会
計
が
負
担
す

る
雨
水
対
策
事
業
費

他
会
計
補
助
金
　
汚
水
対
策
整
備
事
業

に
対
す
る
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金

受
益
者
負
担
金
　
都
市
計
画
法
に
基
づ

き
、
下
水
道
を
整
備
す
る
こ
と
で
利

益
を
受
け
る
人
に
建
設
費
の
一
部
を

負
担
し
て
も
ら
う
も
の

交
付
金
　
施
設
の
建
設
や
整
備
の
た
め

の
国
土
交
通
省
の
補
助
金

い
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
３
，
５
８
４
万

円
を
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

事
業
の
概
要

■
公
共
下
水
道
事
業

◦
汚
水
管
の
整
備
で
は
土
地
区
画
整
理
事

業
地
区
や
曲
手
・
辛
川
地
区
な
ど
計
22

件
の
工
事
を
し
ま
し
た
。

◦	

雨
水
対
策
で
は
花
立
地
区
幹
線
工
事
な

ど
３
件
の
工
事
を
し
ま
し
た
。

◦
老
朽
管
対
策
で
は
青
葉
台
・
東
ヶ
丘
地

区
で
の
汚
水
管
更
生
工
事
や
町
内
全
域

で
の
マ
ン
ホ
ー
ル
更
新
工
事
な
ど
12
件

の
工
事
を
し
ま
し
た
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業

◦
馬
場
楠
・
曲
手
地
区
で
６
件
の
汚
水
管

の
工
事
を
し
ま
し
た
。

○
そ
の
他

損
益
勘
定
留
保
資
金
　
収
益
的
支
出
の

う
ち
減
価
償
却
費
な
ど
は
現
金
支
出

を
伴
わ
な
い
た
め
、
そ
の
資
金
を
資

本
的
収
支
で
不
足
す
る
額
の
補
て
ん

に
使
う

水
洗
化
率
　
下
水
道
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
人
口
の
う
ち
、
実
際
に
下

水
道
へ
の
接
続
工
事
を
行
い
、
利
用

し
て
い
る
人
口
の
割
合
で
、
整
備
さ

れ
た
下
水
道
の
利
用
状
況
を
示
す

年
間
有
収
水
量
　
下
水
道
使
用
料
の
徴

収
対
象
と
な
っ
た
水
量

使
用
料
回
収
率
　
汚
水
処
理
に
必
要
な

費
用
を
使
用
料
で
回
収
で
き
て
い
る

割
合

一
般
家
庭
使
用
料
　
ひ
と
月
に
20
立
方

㍍
使
っ
た
場
合
の
下
水
道
使
用
料

■業務の状況（平成26年度末）

開催日 公共下水道事業 農業集落排水事業

水洗化人口 37,628人 721人

水洗化世帯数 14,887世帯 257世帯

水洗化率 96.1％ 92.6％

年間有収水量 6,322,516㎥ 75,393㎥

使用料回収率 88.3％ 35.6％

一般家庭使用料
（全国平均）

1,990円
（2,653円）

1,990円
（3,090円）

※公共下水道事業は3,380万円（税抜き）の純利益となり、農業集落排水事業は477万円（税抜き）の
純損失となりました。連結では2,903万円（税抜き）の純利益となりました。

※不足額は、損益勘定留保資金などで補てん
しました。

下水道を維持管理するための経費とその財源（税抜き）

13億4，602万円支出 13億7，505万円収入9億2，259万円支出 5億3，945万円収入

施設建設や整備の費用
3億3,133 万円

借入金償還元金
5億9,114万円

投資（基金積立）12万円

施設建設のための借入金
2億2310万円

他会計出資金　1億1,366万円

他会計負担金・補助金　3,495万円

受益者負担金など　2,993万円

交付金　1億781万円

基金繰入金　3,000万円

不足額　3億8,314万円

維持管理費など
4億5,386万円

支払利息
2億842万円

減価償却費
6億8,374万円

純利益
2,903万円

下水道使用料
6億9,002万円

他会計負担金　1億4,553万円

他団体からの負担金など　580万円

他会計補助金　1億6,819万円

雑収益・受取利息など　128万円

長期前受金戻入　3億6,423万円
（現金を伴わない収入）

留保資金

収益的収支下水道施設を整備・拡充するための経費とその財源（税込み）資本的収支汚
水
処
理
に
掛
か
る
費
用
を

下
水
道
使
用
料
で
賄
え
て
い
な
い
た
め
、

そ
の
不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
で
補
っ
て
い
ま
す
。

平成26年度
下水道事業

▲町内から排出された汚水の最終処理場である
　熊本北部浄化センター


